
Title 琉球開闢神話とその聖地
Sub Title Ryukyuan creation myth and its holy places
Author 那波, 克哉(Naba, Katsuya)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 2015

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.109, No.1 (2015. 12) ,p.53- 77 
JaLC DOI
Abstract
Notes 藤原茂樹教授 松村友視教授退任記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-01090001-

0053

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


─ 53─

琉
球
開
闢
神
話
と
そ
の
聖
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

那
波
　
克
哉

一
　
は
じ
め
に

　

池
田
彌
三
郎
は
「
海
神
山
神
論
の
計
劃）

1
（

」
の
中
で
、「
四　

神
の
出
現
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
項
目
を
立
て
て
い
る
。

20　

海
辺
に
よ
り
来
る
神
と
山
上
に
到
り
着
く
神
と
、
そ
れ
は
整
然
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
例
証
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
天
孫
降
臨
の
伝
承

を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

21　

天
孫
降
臨
に
関
す
る
神
話
伝
承
の
検
討
。
来
臨
す
る
神
の
故
地
と
こ
の
国
土
に
お
け
る
出
現
の
場
所
。
海
上
よ
り
来
た
る
来
臨
の
方
式

と
、
山
上
に
到
り
着
く
方
式
と
の
混
淆
。
か
さ
さ
の
岬
と
く
し
ふ
る
た
け
と
。

24　

か
む
な
び

0

0

0

0

に
関
す
る
歌
の
一
群
が
、『
万
葉
集
』
巻
十
三
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
琉
球
に
お
け
る
、
き
こ
え
お
ほ
き
み
の
「
あ
が

り
う
う
ま
い
」
と
称
す
る
聖
地
巡
行
と
の
比
較
検
討
。

池
田
氏
は
、
神
の
出
現
方
法
や
場
所
の
検
討
で
あ
る
20
、
21
に
続
け
て
、
沖
縄
に
お
け
る
聖
地
と
山
の
神
と
の
関
わ
り
の
検
討
を
24
と
し
て
挙
げ

て
い
る
。
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こ
の
24
に
見
え
る
聞
得
大
君
の
「
東
御
廻
い
」
と
は
、
琉
球
王
府
の
最
高
神
女
で
あ
る
聞
得
大
君
が
、
祖
先
神
の
上
陸
と
農
耕
の
始
ま
り
に
関
わ

る
聖
地
を
巡
礼
・
祭
祀
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
に
聞
得
大
君
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
士
族
に
ま
で
広
が
っ
た
行
事
だ
が
、
廻
る
聖
地
に
つ
い
て
は

一
様
で
は
な
い
。『
島
尻
郡
誌）

2
（

』
は
「
地
方
に
よ
り
、
各
氏
族
に
よ
つ
て
其
の
拝
所
が
各
々
異
る
。」
と
説
明
し
、
そ
の
一
例
と
し
て
、「
玉
城
城

趾
・
受
水
走
水
・
ミ
ン
ト
ン
・
や
は
ら
ぢ
か
さ
・
玉
城
・
大
井
・
仲
村
渠
樋
川
・
斎
場
御
嶽
・
知
念
大
井
・
知
名
御
井
・
テ
ダ
御
井
・
西
原
祝
女

殿
内
・
チ
チ
ン
御
井
・
伊
保
潮
井
・
与
那
原
親
井
」
の
十
五
か
所
を
挙
げ
て
い
る
が
、
聞
得
大
君
が
ど
の
聖
地
を
巡
っ
た
の
か
は
、
残
念
な
が
ら

判
然
と
し
な
い
。

　

一
方
、
聞
得
大
君
が
回
る
場
所
で
明
確
に
な
っ
て
い
る
聖
地
は
一
七
一
三
年
に
編
集
さ
れ
た
『
琉
球
国
由
来
記）

3
（

』「
巻
一　

王
城
之
公
事
」

に
、
二
月
に
麦
の
祭
礼
の
為
に
「
久
高
嶋
」
へ
、
四
月
に
稲
の
祭
礼
の
為
に
「
知
念
及
玉
城
」
へ
行
幸
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
王
族
が
久

高
島
や
知
念
・
玉
城
を
特
に
「
東
御
廻
い
」
に
関
わ
る
聖
地
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
琉
球
開
闢
神
話）

4
（

の
舞
台
で
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
琉
球
国

最
初
の
正
史
で
あ
る
『
中
山
世
鑑
』
に
よ
る
と
、

曩
昔
、
天
城
ニ
、
阿
摩
美
久
ト
云
神
、
御
坐
シ
ケ
リ
。
天
帝
是
ヲ
召
レ
、
宣
ケ
ル
ハ
、
此
下
ニ
、
神
ノ
可
レ
住
靈
處
有
リ
。
去
レ
ド
モ
、
未

ダ
島
ト
不
レ
成
事
コ
ソ
、
ク
ヤ
シ
ケ
レ
。
爾
降
リ
テ
、
島
ヲ
可
レ
作
ト
ゾ
、
下
知
シ
給
ケ
ル
。

阿
摩
美
久
畏
リ
、
降
リ
テ
見
ル
ニ
、
靈
地
ト
ハ
見
ヘ
ケ
レ
ド
モ
、
東
海
ノ
浪
ハ
、
西
海
ニ
打
越
シ
、
西
海
ノ
浪
ハ
、
東
海
ニ
打
越
シ
テ
、
未

ダ
嶋
ト
ゾ
不
レ
成
ケ
リ
。

去
程
ニ
、
阿
摩
美
久
、
天
へ
上
リ
、
土
石
草
木
ヲ
給
ハ
レ
バ
、
嶋
ヲ
作
リ
テ
奉
ン
ト
ゾ
、
奏
シ
ケ
ル
、
天
帝
、
睿
感
有
テ
、
土
石
草
木
ヲ
給

リ
テ
ケ
レ
バ
、
阿
摩
美
久
、
土
石
草
木
ヲ
持
下
リ
、
嶋
ノ
數
ヲ
バ
作
リ
テ
ケ
リ
。

先
ヅ
一
番
ニ
、
國
頭
ニ
、
邊
土
ノ
安
須
森
、
次
ニ
今
鬼
神
ノ
、
カ
ナ
ヒ
ヤ
ブ
、
次
ニ
知
念
森
、
齊
場
嶽
、
藪
薩
ノ
浦
原
、
次
ニ
玉
城
ア
マ

ツ
ヾ
、
次
ニ
久
高
コ
バ
ウ
森
、
次
ニ
首
里
森
、
眞
玉
森
、
次
ニ
嶋
々
國
々
ノ
、
嶽
々
森
森
ヲ
バ
、
作
リ
テ
ケ
リ
。

數
萬
歳
ヲ
經
ヌ
レ
ド
モ
、
人
モ
無
レ
バ
、
神
ノ
威
モ
、
如
何
デ
カ
可
レ
顯
ナ
レ
バ
、
阿
摩
美
久
、
又
、
天
へ
上
リ
、
人
種
子
ヲ
ゾ
、
乞
給
ケ

ル
。
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開闢神話に関わる聖地　北部と南東部（地理院地図より作製）
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天
帝
、
宣
ケ
ル
ハ
、
爾
ガ
知
タ
ル
如
ク
、
天
中
ニ
神
多
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
可
レ
下
神
無
シ
。
サ
レ
バ
ト
テ
、
默
止
ス
ベ
キ
ニ
非
ズ
ト
テ
、
天

帝
ノ
御
子
、
男
女
ヲ
ゾ
、
下
給
。

　

と
記
さ
れ
、
本
島
の
嶽
々
森
森
の
内
に
、
阿
摩
美
久
に
よ
っ
て
九
つ
の
重
要
な
御
嶽
（
聖
地
・
拝
所
）
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内

「
東
御
廻
い
」
に
関
わ
る
拝
所
は
先
に
『
琉
球
国
由
来
記
』「
王
城
之
公
事
」
で
見
た
聞
得
大
君
の
「
久
高
コ
バ
ウ
森
」「
知
念
森
」「
玉
城
ア
マ

ツ
ヾ
」
の
他
、「
齊
場
嶽
」「
藪
薩
ノ
浦
原
」
で
あ
る
。
開
闢
神
話
に
出
て
く
る
九
の
聖
地
の
う
ち
五
つ
が
王
府
で
あ
る
首
里
よ
り
東
、「
東
御
廻

い
」
に
関
わ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な
情
報
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
五
つ
の
聖
地
こ
そ
が
池
田
氏
が
24
の
項
目
を
構
想
し
た
聖
地
に
あ
た

る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
中
山
世
鑑
』「
巻
一　

琉
球
開
闢
之
事
」
の
続
き
に
は
、

ヲ
ボ
ツ
カ
グ
ラ
ノ
神
ト
申
ス
ハ
、
天
神
也
。

ギ
ラ
イ
カ
ナ
イ
ノ
神
ト
申
ス
ハ
、
海
神
也
。

と
あ
り
、
天
と
海
と
の
二
つ
の
対
応
す
る
神
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
天
か
ら
降
る
神
と
海
か
ら
寄
り
来
る
神
と
が
並
ん
で
お
り
、
沖
縄
の
神
話
の

中
に
も
、
先
に
見
た
池
田
氏
の
20
、
21
と
の
関
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
池
田
氏
の
視
点
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
琉
球
に
お
け
る
聖

地
と
そ
れ
に
関
わ
る
奄
美
な
ど
他
地
域
の
聖
地
に
つ
い
て
検
討
し
、
神
来
臨
の
方
向
性
と
そ
の
視
線
の
在
り
様
を
考
え
る
も
の
と
す
る
。

二
　「
東
御
廻
い
」
に
も
「
開
闢
神
話
」
に
も
見
え
る
聖
地

知
念
森

　

知
念
森
の
あ
る
知
念
城
は
、
沖
縄
県
南
城
市
の
高
台
に
あ
る
。
こ
の
城
内
に
拝
所
・
御
嶽
が
あ
り
、『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
三　

知
念
間

切
」
に
、城

内
友
利
之
嶽　

知
念
村

神
名
、
知
念
森
添
森
ノ
御
イ
ベ
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と
見
え
、
知
念
間
切
の
最
初
の
聖
地
と
し
て
出
て
く
る
。「
齊
場
嶽
」
よ
り
も
「
久
高
コ
バ
ウ
森
」
よ
り
も
先
に
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
こ
の
御

嶽
の
重
要
性
が
見
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
城
内
友
利
之
嶽
」
の
祈
願
内
容
を
見
る
と
、

知
念
巫
、
御
崇
之
意
趣
者
、

首
里
天
加
那
志
美
御
前
、
何
年
御
ス
デ
始
リ
メ
シ
ヨ
ワ
チ
ヤ
ル
、
何
性
ノ
、
何
ノ
御
歳
、
ノ
フ
事
モ
、
百
ガ
ホ
ウ
ノ
ア
ル
ヤ
ニ
、
御
守
メ

シ
ヨ
ワ
チ
ヘ
、
御
タ
ボ
ヘ
メ
シ
ヨ
ワ
レ
。
又
御
思
子
御
ス
デ
モ
ノ
ヽ
御
爲
、
左
リ
右
リ
、
百
ガ
ホ
ウ
ノ
ア
ル
ヤ
ニ
、
御
守
メ
シ
ヨ
ワ
チ

ヘ
、
又
島
國
ノ
、
毛
作
リ
・
キ
ヅ
ク
リ
ノ
タ
メ
、
百
ガ
ホ
ウ
ノ
ア
ル
ヤ
ニ
、
御
守
メ
シ
ヨ
ワ
チ
ヘ
、
ア
ブ
シ
マ
ク
ラ
、
石
實
金
實
ア
ル
ヤ

ニ
、
御
守
メ
シ
ヨ
ワ
チ
ヘ
、
唐
・
大
和
・
宮
古
・
八
重
山
ノ
舡
々
、
上
リ
下
リ
、
オ
ハ
ツ
キ
ヤ
ヽ
ト
、
百
ガ
ホ
ウ
ノ
ア
ル
ヤ
ニ
、
御
守
メ

シ
ヨ
ワ
チ
ヘ
、
那
覇
ノ
湊
ニ
、
御
引
付
メ
シ
ヨ
ワ
チ
ヘ
、
御
タ
ボ
ヘ
メ
シ
ヨ
ワ
レ
。
デ
ヽ

　

と
あ
る
。
首
里
の
王
や
そ
の
御
子
に
百
果
報
が
あ
る
よ
う
に
祈
る
言
葉
か
ら
始
ま
り
、
国
土
の
完
成
の
祈
り
、
豊
作
や
富
の
祈
り
、
そ
し
て
海

路
の
安
全
を
祈
願
す
る
内
容
で
終
わ
る
。
航
海
安
全
の
祈
願
も
重
要
な
要
素
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
国
家
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め

に
小
さ
な
島
国
で
あ
る
琉
球
に
と
っ
て
交
易
は
生
命
線
だ
か
ら
で
あ
る
。
開
闢
神
話
に
も
見
え
、
東
御
廻
い
に
関
係
す
る
聖
地
は
ど
れ
も
海
に
近

い
。
こ
の
知
念
城
も
海
岸
部
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
標
高
は
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
り
、
地
図
で

見
る
だ
け
よ
り
も
海
岸
か
ら
急
に
高
く
な
っ
て
い
く
印
象
の
あ
る
聖
地
で
あ
る
。
城
内
か
ら
見
渡
す
と
南
城
市
の
海
が
展
望
で
き
、
十
八
世
紀
に

は
城
内
に
間
切
番
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
納
得
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
場
所
が
古
く
か
ら
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
場
所
で
あ
っ

た
と
い
う
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

久
高
島
・
久
高
コ
バ
ウ
森

　

本
島
南
東
部
、
安
座
真
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
二
十
分
程
度
、
港
か
ら
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
久
高
島
が
あ
る
。
琉
球
王
府
か
ら
も
最
高
の

聖
地
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
島
で
、
十
二
年
に
一
度
行
わ
れ
て
き
た
神
女
就
任
儀
礼
で
あ
る
イ
ザ
イ
ホ
ー
の
行
わ
れ
て
い
た
島
と
し
て
も
名
高

い
。
こ
の
島
の
中
で
も
特
に
重
要
な
聖
地
と
し
て
久
高
島
フ
ボ
ー
（
ク
ボ
ー
）
御
嶽
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。「
久
高
コ
バ
ウ
森
」
の
こ
と
で
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あ
る
。
前
掲
の
『
琉
球
国
由
来
記
』
久
高
島
行
幸
の
記
事
に
は
、
阿
摩
美
久
が
天
へ
上
り
、
五
穀
の
種
子
を
天
帝
に
乞
い
、
初
め
て
麦
・
粟
・

菽
・
黍
を
久
高
島
に
蒔
い
た
、
と
あ
り
、
ま
た
、
五
穀
の
壺
が
東
の
伊
敷
泊
に
流
れ
寄
っ
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
五
穀
の
種
子
が

最
初
に
根
付
い
た
島
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
久
高
島
に
は
高
所
ら
し
い
高
所
は
な
い
が
、
久
高
コ
バ
ウ
森
の
す
ぐ
西
側
の
海
岸
部
は
崖
地
と
な

っ
て
お
り
海
か
ら
目
立
つ
位
置
で
は
あ
る
。
ま
た
久
高
コ
バ
ウ
森
に
つ
い
て
『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
三　

知
念
間
切
」
に
は
、

　

コ
バ
ウ
ノ
森　

四
御
前　

同
嶋

一
御
前
、
コ
バ
ヅ
カ
サ

一
御
前
、
ワ
カ
ツ
カ
サ

一
御
前
、
ス
デ
ヅ
カ
サ

一
御
前
、
ヤ
ク
ロ
河

此
コ
バ
ウ
森
、
阿
摩
美
久
、
作
リ
給
フ
ト
也
。
詳
ニ
、
中
山
世
鑑
ニ
見
タ
リ
。

右
伊
敷
泊
・
コ
バ
ウ
森
、
六
御
前
ヘ
、
隔
年
ニ
一
次
、
二
月
、
麥
ノ
ミ
シ
キ
ヨ
マ
ノ
時
、
當
職
御
使
之
時
、
仙
香
一
結
完
、
御
五
水
三
合

完
、
御
花
米
九
合
完
、
本
下
布
一
端
完
、
今
燒
マ
カ
リ
二
完
、
供
レ
之
。
久
高
巫
・
外
間
巫
、
御
崇
也
。

御
崇
之
意
趣
、
同
二
于
友
利
嶽
一
也
。

　

と
あ
り
、
高
山
で
は
な
い
な
が
ら
も
祈
願
の
内
容
が
知
念
城
友
利
嶽
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
や
は
り
海
と
の
関
わ

り
も
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

齊
場
嶽

　

久
高
島
へ
渡
る
安
座
真
港
の
す
ぐ
南
側
、
海
岸
部
よ
り
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
っ
た
と
こ
ろ
に
齊
場
嶽
（
斎
場
御
嶽
）
が
あ
る
。
琉
球
王
府
の
定

め
た
本
島
最
高
の
拝
所
と
も
言
う
べ
き
場
所
で
、
王
府
の
最
高
神
女
で
あ
る
聞
得
大
君
の
就
任
儀
式
で
あ
る
「
お
新
下
り
」
が
行
わ
れ
る
場
所
で

も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
齊
場
嶽
は
独
立
し
た
聖
地
と
考
え
る
よ
り
久
高
島
と
の
関
係
で
考
え
る
べ
き
場
所
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
齊
場
嶽
内
に
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は
久
高
島
の
白
砂
が
撒
い
て
あ
り
、
ま
た
、
久
高
島
を
遙
拝
す
る
サ
ン
グ
ー
イ
と
呼
ば
れ
る
拝
所
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
久
高
島
の
記

述
に
戻
る
が
、『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
三　

知
念
間
切
」
に
は
、

伊
敷
泊　

二
御
前　

久
高
嶋

　
　
（
東
方
へ
御
拜
被
レ
遊
也
）

一
御
前
、
ギ
ラ
イ
大
主

一
御
前
、
カ
ナ
イ
眞
司

　

と
あ
っ
て
、
島
の
東
海
岸
に
あ
る
伊
敷
泊
に
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
神
名
が
見
え
る
。
沖
縄
本
島
の
東
に
浮
か
ぶ
久
高
島
の
さ
ら
に
先
に
王
府
が
ニ

ラ
イ
カ
ナ
イ
を
見
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
海
の
向
こ
う
の
世
界
で
あ
る
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
か
ら
五
穀
の
壺
が
流
れ
寄
る
よ
う
な
東
の
聖
地

久
高
島
と
、
そ
れ
を
拝
む
聖
地
と
し
て
の
齊
場
嶽
と
の
関
係
を
見
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
に
は
齊
場
嶽
│
久
高
島
│
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
と

い
う
信
仰
の
横
方
向
の
視
線
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
『
中
山
世
鑑
』
に
お
け
る
開
闢
神
話
の
天
と
地
と
の
対
応
で
あ
る
縦

方
向
の
信
仰
の
視
線
と
の
比
較
で
興
味
深
い
。

藪
薩
ノ
浦
原

　

先
に
見
た
知
念
森
か
ら
さ
ら
に
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
西
に
は
藪
薩
ノ
浦
原
と
呼
ば
れ
る
聖
地
が
あ
る
。
こ
こ
も
海
岸
部
に
近
く
、
標
高
五

十
五
メ
ー
ト
ル
程
の
高
台
で
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
三　

玉
城
間
切
」
に
は
、
百
名
村
の
項
目
に
、

ヤ
ブ
サ
ツ
ノ
嶽　

二
御
前　

同
村

一
御
前
、
神
名
、
タ
マ
ガ
イ
コ
マ
ガ
イ
ノ
御
イ
ベ

一
御
前
、
神
名
、
ム
メ
ギ
ヨ
ラ
タ
チ
ナ
リ
ノ
御
イ
ベ

此
藪
薩
、
阿
摩
美
久
、
作
リ
給
フ
ト
ナ
リ
。
詳
ニ
、
中
山
世
鑑
ニ
見
タ
リ
。

右
二
御
前
、
公
朝
御
祈
願
、
御
祝
物
、
雨
粒
天
次
ニ
同
。
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と
あ
る
。
雨
粒
天
次
と
は
次
に
挙
げ
る
玉
城
城
内
の
拝
所
で
あ
り
、
開
闢
神
話
に
お
け
る
「
玉
城
ア
マ
ツ
ヾ
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
雨
粒

天
次
で
の
祈
願
に
つ
い
て
は
『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
三　

玉
城
間
切
」
に
、

玉
城
巫
ニ
テ
御
崇
之
意
趣
者
、
知
念
間
切
知
念
村
、
城
内
友
利
之
嶽
ニ
同
。

　

と
あ
り
、「
藪
薩
ノ
浦
原
」
も
「
玉
城
ア
マ
ツ
ヾ
」
も
祈
願
内
容
は
先
述
の
知
念
森
の
も
の
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
高
台

の
南
側
の
海
岸
に
は
、
ア
マ
ミ
キ
ョ
が
上
陸
し
た
と
さ
れ
る
ヤ
ハ
ラ
ヅ
カ
サ
や
、
そ
こ
で
ア
マ
ミ
キ
ョ
が
稲
作
を
始
め
た
と
さ
れ
る
受う

き
ん
じ
ゅ
は
い
ん
じ
ゅ

水
走
水
と

呼
ば
れ
る
聖
地
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
、『
島
尻
郡
誌
』
で
見
た
「
東
御
廻
い
」
の
拝
所
で
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
三　

玉
城
間
切
」

に
、

濱
川　

百
名
村

神
名
、
ヤ
ハ
ラ
ヅ
カ
サ
潮
バ
ナ
ツ
カ
サ
ノ
御
イ
ベ

　

濱
川
ウ
ケ
ミ
ゾ
ハ
リ
水　

同
村

神
名
、
ホ
リ
ス
マ
ス
ミ
カ
キ
君
ガ
御
水
御
イ
ベ

右
二
ヶ
所
、
公
朝
御
祈
願
、
御
祝
物
、
雨
粒
天
次
ニ
同
。

　

と
あ
り
、
こ
こ
の
祈
願
内
容
も
玉
城
ア
マ
ツ
ヾ
・
知
念
森
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

玉
城
ア
マ
ツ
ヾ

　

藪
薩
ノ
浦
原
よ
り
一
．五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
玉
城
城
が
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
三　

玉
城
間
切
」
に
は
、

　

雨
粒
天
次　

玉
城
村

神
名
、
ア
ガ
ル
御
イ
ベ
ツ
レ
ル
御
イ
ベ

此
嶽
者
、
城
内
ニ
ア
リ
。
阿
摩
美
久
、
作
リ
給
フ
ト
ナ
リ
。
詳
ニ
中
山
世
鑑
ニ
見
タ
リ
。

　

と
あ
る
。
こ
こ
は
築
城
の
年
代
が
定
か
で
は
な
く
、『
島
尻
郡
誌
』
に
は
「
ア
マ
ミ
キ
ユ
が
築
い
た
城
で
あ
る
と
の
伝
説
が
あ
っ
て
、
城
主
は
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ア
マ
ミ
キ
ユ
の
子
孫
即
ち
天
孫
子
で
あ
っ
た
と
伝
ふ
。」
と
あ
る
。
周
囲
よ
り
明
ら
か
に
標
高
が
高
く
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
の
で
、
久
高

島
も
含
め
た
本
島
南
東
部
の
展
望
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
嶽
名
か
ら
は
天
へ
の
つ
な
が
り
を
連
想
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
の
祈
願
の
内
容
も

先
述
の
通
り
知
念
友
利
嶽
に
同
じ
で
あ
り
、
国
王
と
そ
の
血
筋
の
隆
盛
や
五
穀
豊
穣
だ
け
で
は
な
く
、
航
海
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
ま
で
の
検
討
で
、
開
闢
神
話
に
登
場
す
る
九
の
聖
地
の
う
ち
「
東
御
廻
い
」
と
も
関
わ
る
五
つ
の
聖
地
は
、
ど
こ
も
海
岸
部
近
く
に
存
在

し
、
航
海
安
全
が
祈
願
さ
れ
、
山
と
は
言
い
が
た
く
と
も
海
に
間
近
の
岩
場
な
ど
目
立
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ア
マ
ミ
キ
ョ
上
陸
地
と
の
伝
説
の
あ
る
ヤ
ハ
ラ
ヅ
カ
サ
・
濱
川
御
嶽
も
砂
浜
に
大
き
く
巨
岩
が
せ
り
出
し
て
お
り
、
石
灰
質
の
岩
肌
は

陽
光
に
白
く
輝
い
て
如
何
に
も
航
海
上
の
良
い
目
標
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
展
望
が
良
く
、
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
聖
地
と
な
る
ほ
ど
の
場

所
は
、
逆
に
古
く
か
ら
海
を
行
く
人
々
が
沖
合
か
ら
目
立
つ
目
標
と
し
て
確
認
し
て
い
た
場
所
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
隆
起
珊
瑚
の
島
で
あ
る
沖

縄
に
は
海
岸
部
の
沖
合
五
百
メ
ー
ト
ル
前
後
を
取
り
巻
く
イ
ノ
ー
と
よ
ば
れ
る
リ
ー
フ
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
内
側
が
主
な
生
活
圏
で
あ
り
、
波
の

穏
や
か
な
リ
ー
フ
内
は
良
い
漁
場
で
、
イ
ノ
ー
よ
り
外
は
波
の
荒
い
危
険
な
世
界
で
あ
る
。
現
代
で
も
地
元
の
人
々
が
海
岸
部
で
注
目
す
る
の
は

リ
ー
フ
の
切
れ
目
で
あ
る
ク
チ
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
、
そ
こ
が
入
港
の
目
印
と
な
る
。
ク
チ
を
見
つ
け
る
に
は
陸
地
に
目
標
が
必
要
と
な
る
。
イ

ノ
ー
の
外
か
ら
中
に
入
り
、
目
標
物
で
あ
る
ム
ラ
の
シ
ン
ボ
ル
の
下
に
戻
っ
た
時
の
安
心
感
が
こ
れ
ら
聖
地
の
信
仰
の
源
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

琉
球
国
内
を
統
一
し
た
王
府
は
イ
ノ
ー
の
内
側
に
籠
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
奄
美
や
八
重
山
、
遠
く
は
中
国
へ
船
を
送
り
国
家
と
し
て
の

存
在
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
よ
り
沖
合
か
ら
目
立
つ
聖
地
と
い
う
も
の
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ら
を
取
り
込
ん
で
国
家

と
し
て
の
祭
祀
の
場
所
に
指
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
さ
ら
に
開
闢
神
話
に
見
ら
れ
る
、
他
地
域
に
あ
る
四
つ
の
聖
地
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。
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三
　「
開
闢
神
話
」
に
見
ら
れ
る
そ
の
他
の
聖
地

邊
土
ノ
安
須
森

　

開
闢
神
話
の
最
初
に
出
て
く
る
の
が
「
邊
土
ノ
安
須
森
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
沖
縄
本
島
最
北
端
に
あ
る
標
高
二
四
八
メ
ー
ト
ル
の
岩
山
で
「
辺

戸
御
嶽
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
五　

國
頭
間
切　

邊
戸
村
」
に
は
、

ア
フ
リ
嶽　

同
村

神
名
、
カ
ン
ナ
カ
ナ
ノ
御
イ
ベ

昔
、
君
眞
物
出
現
之
時
、
今
歸
仁
間
切
、
ア
フ
リ
ノ
ハ
ナ
ニ
、
冷
傘
立
時
、
コ
バ
ウ
ノ
嶽
ニ
冷
傘
立
、
又
ア
フ
リ
嶽
ニ
立
ト
、
申
傳
也
。

と
見
え
る
。
神
の
出
現
の
予
兆
と
し
て
、
冷
傘
が
御
嶽
の
山
全
体
を
覆
う
よ
う
に
出
現
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
出
現
す
る
山
が
辺
戸
御
嶽
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。「
冷
傘
」
と
は
『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
三　

財
器
門
」
に
「
凉
傘
（
俗
云
ミ
ア
フ
リ
）」「
當
國
凉
傘
、
尚
巴
志
王
世
代
、
從

二
中
華
制
一
來
用
レ
之
也
。」
と
あ
り
、
後
の
項
目
に
あ
る
「
雨
傘
」
と
は
違
い
、
王
に
関
わ
る
傘
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
君
眞
物
」
と
は
『
中

山
世
鑑
』「
巻
一　

琉
球
開
闢
之
事
」
に
、「
守
護
ノ
神
モ
現
ジ
給
。
キ
ミ
マ
モ
ン
ト
ゾ
、
稱
シ
奉
ル
。」
と
あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
守
護
の
神
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
そ
し
て
や
は
り
ア
フ
リ
嶽
が
国
家
レ
ベ
ル
で
の
祭
祀
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
辺
戸
に
は
他
に

も
シ
チ
ヤ
ラ
嶽
と
宜
野
久
瀬
嶽
が
『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
五　

國
頭
間
切
」
中
に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
御
嶽
の
祈
願
の
内
容
に
つ
い

て
は
宜
野
久
瀬
嶽
の
項
目
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

首
里
天
加
那
志
美
御
前
、
百
ガ
ホ
ウ
ノ
御
爲
、
御
子
、
御
ス
デ
モ
ノ
ヽ
御
爲
、
又
島
國
之
作
物
ノ
爲
、
唐
・
大
和
、
島
々
浦
々
之
、
船
往

還
、
百
ガ
ホ
ウ
ノ
ア
ル
ヤ
ニ
、
御
守
メ
シ
ヨ
ワ
レ
。
デ
ヽ
御
崇
仕
也
。

　

や
は
り
こ
こ
も
国
王
と
そ
の
血
筋
や
作
物
の
実
り
の
為
の
祈
願
だ
け
で
な
く
、
航
海
安
全
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

辺
戸
の
安
須
森
は
辺
戸
岬
か
ら
望
む
と
急
峻
な
岩
場
の
目
立
つ
大
変
特
徴
的
な
山
で
あ
る
。
こ
こ
で
辺
戸
岬
か
ら
見
た
「
辺
戸
御
嶽
」
の
写
真

と
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ）

5
（

で
作
成
し
た
画
像
を
掲
げ
る
が
、
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
安
須
森
が
「
東
御
廻
い
」
に
関
係
す
る
各
聖
地
よ
り
も
さ
ら
に
海
上
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か
ら
そ
の
特
徴
的
な
山
容
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

今
鬼
神
ノ
カ
ナ
ヒ
ヤ
ブ

　

こ
れ
は
現
在
の
今
帰
仁
村
に
あ
る
今
帰
仁
城
内
の
拝
所
で
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
五　

今
歸
仁
間
切　

今
歸
仁
村
」
に
は
、

城
内
上
之
嶽　

今
歸
仁
村

神
名
、
テ
ン
ツ
ギ
ノ
カ
ナ
ヒ
ヤ
ブ
ノ
御
イ
ベ

此
嶽
、
阿
摩
美
久
、
作
リ
玉
フ
ト
ナ
リ
。
詳
ニ
、
中
山
世
鑑
ニ
見
ヘ
タ
リ
。

　

と
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
一
八
七
五
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
聞
得
大
君
御
殿
並
御
城
御
規
式
之
御
次
第）

6
（

』
で
は
、
開
闢
神
話
に
関
わ
る
御
嶽
と
し
て
、「
国
頭

間
切
あ
お
ひ
之
御
嶽
、
今
帰
仁
之
こ
は
お
の
御
嶽
、
首
里
森
之
御
嶽
、
さ
や
は
の
御
嶽
、
弁
之
御
嶽
、
久
高
こ
ば
お
の
御
嶽
、
玉
城
雨
辻
」
と
あ

る
。『
中
山
世
鑑
』
と
は
少
し
異
る
七
つ
の
聖
地
に
絞
ら
れ
て
お
り
、
今
帰
仁
の
聖
地
は
、「
こ
は
お
の
御
嶽
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、

な
ぜ
う
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
今
帰
仁
こ
は
お
の
御
嶽
」
と
は
『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
五　

今
歸
仁
間
切　

今
歸
仁
村
」
に
も
見
え
る
聖
地

で
、

コ
バ
ウ
ノ
嶽　

同
村

神
名
、
ワ
カ
ツ
カ
サ
ノ
御
イ
ベ

謝
名
村
ニ
、
ア
フ
リ
ノ
ハ
ナ
ト
、
云
所
ア
リ
。
昔
、
君
眞
物
出
現
之
時
、
此
所
ニ
、
黄
冷
傘
立
時
ハ
、
コ
バ
ウ
ノ
嶽
ニ
、
赤
冷
傘
立
、
又
コ

バ
ウ
ノ
嶽
ニ
、
黄
冷
傘
立
時
ハ
、
此
所
ニ
、
赤
冷
傘
立
ト
、
申
傳
也
。

　

と
あ
る
。
辺
戸
の
ア
フ
リ
嶽
と
よ
く
似
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
今
帰
仁
村
に
近
い
謝
名
村
の
ア
フ
リ
ノ
ハ
ナ
と
の
対
応
で
話
が

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
特
に
土
地
に
根
差
し
た
話
と
し
て
無
理
な
く
通
じ
て
く
る
。
辺
戸
の
ア
フ
リ
嶽
で
見
た
記
述
で
は
ど
こ
の
コ
バ
ウ
ノ

嶽
と
の
対
応
か
不
明
瞭
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
も
と
も
と
の
今
帰
仁
村
の
聖
地
は
コ
バ
ウ
ノ
嶽
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
北
山
の
拠
点
と
し
て
今
帰
仁
城
が
重

要
に
な
り
、
三
山
統
一
後
に
琉
球
王
府
の
聖
地
と
し
て
今
帰
仁
城
内
の
城
内
上
之
嶽
（
カ
ナ
ヒ
ヤ
ブ
）
に
国
家
守
護
の
機
能
が
移
る
に
あ
た
っ

て
、
同
じ
く
国
家
守
護
の
聖
地
の
役
割
を
担
っ
た
辺
戸
御
嶽
に
も
君
真
物
の
伝
説
が
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
実
は
、

今
帰
仁
城
内
上
之
嶽
周
辺
に
上
が
っ
て
み
る
と
、
そ
の
す
ぐ
背
後
に
二
上
の
形
状
の
鞍
部
を
持
つ
山
が
間
近
に
迫
っ
て
今
帰
仁
城
を
見
下
ろ
し
て

い
る
が
、
こ
の
山
が
コ
バ
ウ
ノ
嶽
な
の
で
あ
る
。「
グ
ス
ク
」
の
発
生
や
機
能
が
所
謂
「
城
」
と
は
性
格
が
違
う
と
し
て
も
、
今
帰
仁
城
の
防
備

と
い
う
点
で
は
明
ら
か
に
不
利
で
、
ム
ラ
レ
ベ
ル
の
中
の
も
と
も
と
の
聖
地
が
ま
ず
コ
バ
ウ
ノ
嶽
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
守
ら
れ
る
よ
う
に
今
帰
仁

城
が
発
展
し
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
今
帰
仁
村
の
海
岸
部
、
今
泊
の
海
岸
線
か
ら
も
今
帰
仁
城
よ
り
は
そ
の
背
後
の
コ
バ

ウ
ノ
嶽
が
特
徴
的
な
山
容
と
し
て
目
立
っ
て
い
る
。
土
地
の
人
々
の
聖
な
る
山
と
し
て
の
視
線
は
ま
ず
コ
バ
ウ
ノ
嶽
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
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し
て
こ
の
聖
地
も
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
見
ら
れ
る
祈
願
の
内
容
に
「
唐
・
大
和
・
宮
古
・
八
重
山
、
島
々
浦
浦
ノ
、
船
々
往
還
」
の
守
り
が
入

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
山
統
一
後
の
今
帰
仁
村
に
お
け
る
祭
祀
の
在
り
方
は
、
必
ず
し
も
安
定
し
な
か
っ
た
。
三
十
三
君
の
一
人
と
し
て
首
里
王

府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
神
女
で
あ
る
阿
応
理
屋
恵
の
職
は
廃
止
さ
れ
た
り
復
活
し
た
り
し
て
お
り
、
北
山
監
守
と
阿
応
理
屋
恵
が
首
里
に
引
き
上
げ

て
し
ま
っ
て
か
ら
の
祭
祀
は
今
帰
仁
ノ
ロ
が
肩
代
わ
り
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る）

7
（

。
こ
の
事
と
、
開
闢
神
話
の
聖
地
が
『
中
山
世
鑑
』（
一

六
五
〇
年
）、『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）
で
は
今
帰
仁
城
内
の
「
カ
ナ
ヒ
ヤ
ブ
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
聞
得
大
君
御
殿
並
御
城
御

規
式
之
御
次
第
』（
一
八
七
五
年
）
で
は
、
今
帰
仁
城
背
後
の
「
コ
バ
ウ
ノ
嶽
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
時
代

が
下
る
に
つ
れ
て
、
祭
祀
所
の
重
要
度
が
ム
ラ
レ
ベ
ル
の
聖
地
で
あ
り
、
海
か
ら
も
目
印
に
な
り
や
す
い
今
帰
仁
の
コ
バ
ウ
ノ
嶽
に
戻
っ
て
い
っ

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

首
里
森
・
真
玉
森

　
『
中
山
世
鑑
』
に
記
さ
れ
た
開
闢
神
話
九
つ
の
聖
地
の
う
ち
首
里
に
存
在
す
る
「
首
里
森
」「
真
玉
森
」
に
つ
い
て
は
王
府
が
一
番
近
く
の
聖
地

と
し
て
設
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
五　

御
城
中
御
日
御
月
火
神
御
嶽
之
事
」
に
は
、

キ
ヤ
ウ
ノ
内
ノ
前
ノ
御
ミ
ヤ
首
里
ノ
御
イ
ベ

此
首
里
森
、
阿
摩
美
久
、
作
リ
玉
フ
ト
ナ
リ
。
詳
ニ
中
山
世
鑑
ニ
見
ヘ
タ
リ
。

眞
玉
城
ノ
御
嶽

神
名
、
玉
ノ
ミ
ヤ
ノ
御
イ
ベ

此
眞
玉
森
、
阿
摩
美
久
、
作
リ
玉
フ
ト
ナ
リ
。
詳
ニ
中
山
世
鑑
ニ
見
ヘ
タ
リ
。

　

と
あ
り
、
土
地
に
根
差
し
て
発
展
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
他
の
聖
地
よ
り
は
記
述
が
乏
し
い
の
で
あ
る
。
首
里
城
内
も
し
く
は
首
里
中
の
拝
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所
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
ム
ラ
レ
ベ
ル
の
他
の
拝
所
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、『
中
山
世
鑑
』
の
開
闢
神
話
に
見
ら
れ
た
聖
地
を
、
主
に
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
記
述
か
ら
確
認
し
て
き
た
。
国
家
レ
ベ
ル
の
聖

地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
場
所
は
、
ほ
ぼ
ど
こ
も
海
岸
沿
い
の
目
立
つ
岩
場
・
岩
山
で
あ
り
、
海
上
か
ら
人
々
の
視
線
を
そ
こ
に
集
め
る
に
は
十
分

に
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
で
は
、
海
か
ら
の
視
線
が
ど
の
よ
う
に
文
学
に
現
れ
た
の
か
、
次
に
考
え
て
み
た
い
。

四
　『
お
も
ろ
さ
う
し
』
と
航
海

　
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
尚
豊
王
の
即
位
三
年
、
一
六
二
三
年
に
全
二
十
二
巻
、
総
数
一
五
五
四
首
で
完
成
し
た
歌
集
で
あ
る
。
琉
球
王
府
に
よ

る
編
集
と
は
い
え
、
各
地
の
ウ
タ
か
ら
土
地
の
信
仰
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。『
お
も
ろ
さ
う
し）

8
（

』「
第
十
三　

八
一
八
」
に
、

一　

安
須
杜
の

切
り
口
の

君
の
歓
へ

清
ら
手
折
り
富

又　

何
れ
の
ふ
た

何
れ
の
ま
き
よ　

降
れ
欲
し
や

又　

意
地
気
ま
き
よ

意
地
気
ふ
た　

降
れ
欲
し
や

　

と
あ
る
。
こ
れ
は
辺
戸
御
嶽
へ
神
が
「
手
折
り
富
」
と
い
う
船
で
降
り
る
歌
で
あ
る
。「
第
十
七　

一
一
九
一
」
に
は
、

一　

辺
戸
の
安
須
杜
に　

押
せ
や

辺
戸
の
切
り
口
に　

押
せ
や

押
せ
や　

や
ち
よ
く
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又　

今
日
の
良
か
る
日
に

今
日
の
き
や
〳
〵
る
日
に

　

と
あ
っ
て
、
辺
戸
に
神
が
降
り
る
と
き
に
目
ざ
す
の
は
「
切
り
口
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
外
間
守
善
は
こ
の
「
切
り
口
」
と
は
、

断
崖
の
意
で
あ
っ
て
、
辺
戸
御
嶽
の
別
名
で
も
あ
る
と
し
て
い
る）

9
（

。
こ
の
よ
う
な
山
が
、
海
上
を
移
動
す
る
際
に
重
要
な
目
印
と
な
る
こ
と
は
す

ぐ
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
次
の
例
、「
第
十　

五
五
四
」
か
ら
も
窺
え
る
、

一　

聞
へ
押
笠

鳴
響
む
押
笠

や
う
ら　

押
ち
へ　

使
い

又　

喜
界
の
浮
島

喜
界
の
盛
い
島

又　

浮
島
に
か
ら

辺
留
笠
利
か
ち

又　

辺
留
笠
利
か
ら

中
瀬
戸
内
か
ち

又　

中
瀬
戸
内
か
ら

金
の
島
か
ち

又　

金
の
島
か
ら

せ
り
よ
さ
に
か
ち

又　

せ
り
よ
さ
に
か
ら

か
い
ふ
た
に
か
ち
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又　

か
い
ふ
た
に
か
ら

安
須
杜
に
か
ち

又　

安
須
杜
に
か
ら

赤
丸
に
か
ち

又　

赤
丸
に
か
ら

崎
ぎ
や
杜
か
ち

又　

崎
ぎ
や
杜
か
ら

金
比
屋
武
に
か
ち

又　

金
比
屋
武
か
ら

崎
枝
に
か
ち

又　

崎
枝
か
ら

親
泊
に
か
ち

又　

親
泊
か
ら

首
里
杜
に
か
ち

　

岩
山
で
あ
る
辺
戸
御
嶽
が
、
航
海
上
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
女
が
北
の
奄
美
大
島
か
ら
船
で
那
覇
ま
で
行
く
時
の
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
、
奄
美
の
喜
界
島
か
ら
は
じ
ま
り
、
奄
美
大
島
笠
利
（
辺
留
笠
利
）
〜
奄
美
大
島
瀬
戸
内
の
海
峡
（
中
瀬
戸
内
）
〜
徳
之
島
（
金
の

島
）
〜
沖
永
良
部
島
（
せ
り
よ
さ
）
〜
与
論
島
（
か
い
ふ
た
）
〜
辺
戸
御
嶽
（
安
須
杜
）
〜
桃
原
の
赤
丸
岬
（
赤
丸
）
〜
古
宇
利
島
（
崎
ぎ
や
）

〜
今
帰
仁
（
金
比
屋
武
）
〜
残
波
岬
（
崎
枝
）
〜
那
覇
（
親
泊
）
と
目
標
を
つ
け
な
が
ら
移
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
北
か
ら
船
で

沖
縄
を
目
指
す
時
、
本
島
の
最
初
の
目
標
と
な
る
の
が
こ
の
辺
戸
御
嶽
な
の
で
あ
る
。「
第
十
三　

九
二
二
」
に
は
、

一　

辺
戸
に　

お
わ
る　

ま
し
ら
て
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ま
し
ら
て
は　

崇
べ
て

吾　

守
て

此
渡　

渡
し
よ
わ
れ

又　

奥
に　

お
わ
る　

ま
し
ら
て

ま
し
ら
て
は　

崇
べ
て

　

と
あ
る
。「
奥
」
と
い
う
の
は
辺
戸
の
南
東
に
あ
る
村
で
、
辺
戸
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
神
女
（
ま
し
ら
て
）
が
祈
る
神
に
よ
っ
て
無
事
に
航
海
を

さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
辺
戸
御
嶽
の
神
に
海
上
守
護
の
役
割
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
前
に
見
た
よ
う
な
八
一
八

番
歌
・
一
一
九
一
番
歌
・
九
二
二
番
歌
な
ど
の
よ
う
な
、
神
が
辺
戸
御
嶽
に
降
る
と
い
う
観
念
、
辺
戸
御
嶽
に
守
ら
れ
て
海
を
渡
る
と
い
う
観
念

が
生
ま
れ
て
く
る
要
因
と
し
て
、
五
五
四
番
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
航
海
上
の
良
い
目
標
に
な
る
こ
と
、
沖
合
い
か
ら
も
す
ぐ
に
そ
れ
と
わ
か

る
よ
う
な
特
異
な
形
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
辺
戸
御
嶽
周
辺
は
御
嶽
を
囲
む
よ
う
に
遺

跡
が
存
在
す
る
。
宇
佐
浜
遺
跡
・
宇
佐
浜
Ｂ
貝
塚
（
国
頭
村
辺
戸
）・
カ
ヤ
ウ
チ
バ
ン
タ
遺
跡
・
辺
戸
石
山
遺
跡
（
国
頭
村
字
宜
名
真
石
山
原
）

な
ど
で
あ
る
。
貝
塚
を
含
む
こ
れ
ら
遺
跡
の
存
在
が
、
古
く
か
ら
辺
戸
安
須
森
の
麓
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
生
活
を
し
て
い
た
海
の
民
が
い
た
こ
と

を
証
明
す
る
。
大
き
な
山
の
な
い
南
島
に
お
い
て
は
、
遠
目
に
も
は
っ
き
り
そ
れ
と
わ
か
る
形
状
を
し
た
、
巨
岩
に
近
い
山
と
い
う
も
の
が
聖
山

と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
御
嶽
に
な
る
が
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
中
に
、
御
嶽
を
海
上
か
ら
の
目
標
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る

も
の
が
あ
る
。「
第
十
三　

九
三
四
」
に
、

一　

国
の
撫
で
し
の
が

撫
で
し
の
が　

船
遣
れ

和
々
と

和
や
け
て　

走
り
や
せ

又　

国
の
御
宣
り
子
が
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御
宣
り
子
が　

船
遣
れ

又　

神
や　

お
な
り
神

こ
ろ
は　

い
し
ゑ
け
り

又　

嘉
津
宇
嶽　

取
た
も
の

蒲
葵
嶽　

取
た
も
の

　

と
あ
り
、
嘉
津
宇
嶽
や
蒲
葵
嶽
を
目
当
て
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
海
が
静
か
で
あ
る
は
ず
だ
と
詠
う
。
蒲
葵
嶽

と
は
多
く
の
地
域
に
あ
る
名
称
で
あ
る
が
嘉
津
宇
嶽
が
本
部
半
島
の
山
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
蒲
葵
嶽
は
今
帰

仁
の
コ
バ
ウ
ノ
嶽
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
辺
戸
か
ら
那
覇
へ
向
か
い
、
南
下
し
て
い
っ
た
と
き
は
本
部
半
島
の

中
で
も
高
山
で
あ
る
嘉
津
宇
岳
（
四
五
二
メ
ー
ト
ル
）
が
、
本
部
半
島
を
周
る
と
き
は
コ
バ
ウ
ノ
嶽
が
良
く
目
立

つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
航
海
の
実
体
験
が
ウ
タ
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
本
部
半
島

で
一
番
の
高
山
と
い
う
と
八
重
岳
（
四
五
三
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
が
、
山
塊
の
端
に
位
置
し
、
山
頂
近
く
が
尖
っ

た
、
目
標
に
し
易
い
山
は
嘉
津
宇
岳
な
の
で
あ
る
。
嘉
津
宇
岳
を
見
つ
け
、
本
部
半
島
の
先
の
コ
バ
ウ
ノ
嶽
を
回

れ
ば
ま
た
首
里
に
近
づ
い
て
い
け
る
の
で
あ
る
。

五
　
海
に
寄
り
添
う
信
仰

　

こ
こ
ま
で
、
沖
縄
の
御
嶽
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
御
嶽
の
中
に
は
一
番
聖
な
る
神
域
と
し
て
、
拝
所
の
裏
の
禁

足
地
に
あ
た
る
部
分
に
ア
カ
ギ
や
ク
バ
な
ど
の
神
木
が
存
在
す
る
。
や
は
り
本
土
の
神
社
の
神
木
と
同
様
に
天
上

か
ら
神
が
降
っ
て
く
る
観
念
が
そ
れ
に
表
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
久
高
島
の
五
穀
の
壺

に
関
わ
る
伝
承
な
ど
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
沖
縄
に
は
天
上
世
界
の
観
念
の
他
に
、
海
の
彼
方
の
世
界
と
い
う
も

の
も
ま
た
大
き
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
折
口
信
夫
は
「
琉
球
の
宗
教）

10
（

」
に
お
い
て
、
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琉
球
の
神
道
の
根
本
の
観
念
は
、
遥
拝
と
言
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
至
上
人
の
居
る
楽
土
を
遥
拝
す
る
思
想
が
、
人
に
移
り
香
炉
に
移
っ
て
、

今
も
行
は
れ
て
居
る
。

御
嶽
拝
所
は
其
出
発
点
に
於
て
、
や
は
り
遥
拝
の
思
想
か
ら
出
て
ゐ
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
海
岸
或
は
、
島
の
村
々
で
は
、
其
村
か
ら
離
れ

た
海
上
の
小
島
を
ば
、
神
の
居
る
処
と
し
て
遥
拝
す
る
。
最
有
名
な
の
は
、
島
尻
に
於
け
る
久
高
島
、
国
頭
に
於
け
る
今
帰
仁
の
お
と
ほ
し

で
あ
る
が
、
此
類
は
、
数
へ
き
れ
な
い
程
あ
る
。
私
は
此
形
が
、
お
と
ほ
し
の
最
古
い
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。

　

と
し
て
い
る
。
国
頭
の
今
帰
仁
が
遥
拝
所
で
あ
る
の
は
、
第
二
尚
氏
の
出
た
伊
是
名
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
り
、
島
尻
の
斎
場
御

嶽
は
、
久
高
島
と
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、「
東
御
廻
い
」
と
は
首
里
か
ら
東
の
聖
地
を
廻
る
こ
と
で
あ
り
、
太
陽
の
昇
る

方
向
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
王
府
か
ら
斎
場
御
嶽
を
遥
拝
す
る
こ
と
、
そ
の
先
の
久
高
島
を
遥
拝
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
先
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
を

遥
拝
す
る
こ
と
が
、
王
府
に
と
っ
て
も
大
事
な
信
仰
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

人
々
が
海
の
彼
方
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
を
想
像
す
る
横
方
向
の
視
線
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
の
折
口
の
言
う
「
海
上
の
小
島
」
や
そ
の
周
辺
は
、
葬
送
地
で
あ
る
こ
と
も

多
い
。
特
に
海
岸
沿
い
の
崖
地
は
風
葬
の
地
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
所
は
拝
み

の
対
象
と
な
り
、
聖
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
恩
納
村
の
屋
嘉
田
に
は
小

島
が
多
い
が
、
そ
の
中
に
、『
琉
球
国
由
来
記
』「
巻
十
五　

恩
納
間
切　

恩
納
村
」
に

「
ヤ
ウ
ノ
嶽
」
と
し
て
見
え
る
ヤ
ウ
ノ
島
が
あ
る
。

ヤ
ウ
ノ
嶽　

三
御
前　

恩
納
村

壹
御
前
、
神
名
、
ツ
ミ
タ
テ
ノ
イ
ベ
ナ
ヌ
シ

壹
御
前
、
神
名
、
オ
ロ
シ
ワ
ノ
イ
ベ
ナ
ヌ
シ

壹
御
前
、
神
名
、
ア
フ
ヒ
ギ
ノ
イ
ベ
ナ
ヌ
シ

　
『
恩
納
村
誌）

11
（

』
に
よ
れ
ば
、「
六
月
二
十
五
日　

ヤ
ウ
島
拝
。」「
な
お
、
こ
の
ヤ
ウ
島
拝
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に
は
谷
茶
か
ら
魚
が
捧
げ
ら
れ
た
。
意
味
は
未
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
ヤ
ウ
島
近
く
を
往
来
し
て
、
寄
地
の
谷
茶
野
原
を
渡
航
耕
作
し
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
島
付
近
で
海
の
幸
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
に
つ
い
て
の
感
謝
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
う
。」
と
あ
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』
に
よ
る
神
名
か
ら
そ
の
性
格
ま
で
は
検
討
し
か
ね
る
が
、
海
の
幸
を
捧
げ
る
対
象
で
あ
る
こ
と
は
窺

え
る
。
そ
し
て
こ
の
ヤ
ウ
ノ
嶽
の
周
辺
、
恩
納
中
学
校
の
北
側
な
ど
の
海
岸
は
現
在
も
墓
地
で
あ
り
、
聖
地
で
あ
る
「
海
上
の
小
島
」
と
葬
送
地

と
が
近
く
存
在
し
て
い
る
。
他
地
域
の
各
ム
ラ
を
見
て
い
っ
て
も
、
海
岸
沿
い
に
墓
地
が
点
在
し
て
い
る
例
は
多
く
あ
り
、
聖
地
で
あ
る
小
島
と

祖
先
が
眠
る
場
所
と
は
正
反
対
の
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
空
間
に
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヤ
ウ
ノ
島
そ
の
も
の
が
葬
送
地
で
あ
る
か
は
未
確

認
で
は
あ
る
が
、
聖
地
そ
の
も
の
が
葬
送
の
場
所
で
あ
っ
た
り
、
聖
地
の
周
辺
に
葬
送
の
地
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
沖
縄
に
お
い
て
は
特
に

多
い
。
仲
松
弥
秀
は
『
神
と
村）

12
（

』
に
お
い
て
、
本
島
周
辺
に
存
在
す
る
「
奥
武
」
と
い
う
地
名
の
島
は
葬
送
と
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
し

て
い
る
。
人
々
は
「
あ
の
世
」
や
「
神
の
世
界
で
あ
る
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
」
を
海
岸
か
ら
海
の
向
こ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
海
岸
部
よ
り
す
ぐ
沖
の
岩
を
特
別
の
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
下
野
敏
見
は
「
ト

カ
ラ
列
島
の
民
族
文
化）

13
（

」
に
お
い
て
、

　

沖
縄
県
に
タ
チ
ガ
ミ
の
よ
う
な
瀬
が
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
沖
縄
で
は
そ

う
い
う
瀬
を
ト
ン
系
呼
称
で
呼
ぶ
。
た
と
え
ば
座
間
見
島
の
ト
ノ
バ
ル
、
久
米
島
の
ト
ノ

バ
ラ
、
恩
納
村
の
チ
ト
ン
カ
、
外
ト
ン
カ
、
辺
野
古
の
ト
ン
セ
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
呼
称

は
、
奄
美
に
も
つ
づ
い
て
い
て
、
奄
美
大
島
北
端
の
笠
利
崎
の
北
東
に
浮
か
ぶ
ト
ン
バ
ラ

岩
、
同
町
喜
瀬
の
ト
ン
崎
、
瀬
戸
内
町
や
宇
検
村
枝
手
久
島
の
ト
グ
ラ
崎
、
徳
之
島
の
北

端
、
金
見
崎
の
北
々
東
に
浮
か
ぶ
ト
ン
バ
ラ
岩
な
ど
が
あ
る
。

　

と
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
恩
納
村
の
前
兼
久
ト
ン
グ
ワ
・
仲
泊
ト
ン
グ
ワ
な
ど
も
そ
う

で
、
仲
松
弥
秀
は
前
出
の
『
恩
納
村
誌
』
で
、
前
兼
久
ト
ン
グ
ワ
も
仲
泊
ト
ン
グ
ワ
も
以
前
は

浜
か
ら
こ
れ
ら
を
遥
拝
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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こ
れ
と
は
逆
の
視
線
、
つ
ま
り
海
の
彼
方
か
ら
我
々
の
ム
ラ
へ
神
が
辿
り
着
く
と
い
う
方
向
を
見
て
み
た
い
。
前
出
の
下
野
敏
見
に
よ
る
「
タ

チ
ガ
ミ
」
の
信
仰
で
あ
る
。
奄
美
大
島
の
例
に
な
る
が
、
高
山
の
少
な
い
南
島
に
お
い
て
、
海
の
彼
方
か
ら
神
が
や
っ
て
き
て
上
陸
し
よ
う
と
し

た
場
合
に
、
そ
の
足
が
か
り
と
な
る
岩
が
存
在
す
る
と
考
え
た
よ
う
で
、
そ
れ
は
立
神
と
呼
ば
れ
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
立
神
は
鹿
児
島
県

を
中
心
に
多
く
存
在
す
る
。
奄
美
大
島
の
大
和
村
に
も
立
神
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
旧
二
月
に
神
を
迎
え
る
オ
ム
ケ
、
旧
四
月
に
神
を
送
る
オ

ー
ホ
リ
と
い
う
独
特
な
祭
り
が
あ
る
。
今
里
地
区
で
は
、
ま
ず
ノ
ロ
が
一
年
間
の
安
全
を
祈
る
な
ど
、
屋
内
で
の
神
事
を
済
ま
せ
た
後
、
浜
に
行

っ
て
、
立
神
の
前
で
も
神
事
を
行
な
う
の
だ
が
、「
オ
ム
ケ
・
オ
ー
ホ
リ）

14
（

」（
瀬
尾
満
・
杉
浦
一
雄
）
に
は
、

　

今
里
で
は
、
ま
ず
、
オ
ム
ケ
で
迎
え
オ
ー
ホ
リ
で
送
る
神
、
つ
ま
り
、
祭
る
べ
き
対
象
と
な
る
神
に
つ
い
て
、
テ
ル
コ
神
が
オ
ム
ケ
に
は

ニ
シ
風
に
乗
っ
て
島
に
来
て
、
オ
ー
ホ
リ
に
は
ハ
エ
風
に
乗
っ
て
帰
っ
て
行
く
と
伝
え
る
。
祭
り
の
前
日
に
テ
ル
コ
神
が
来
て
、
立
神
に
イ

カ
リ
を
下
ろ
す
音
が
聞
こ
え
た
と
い
い
、
当
日
は
神
が
来
る
か
ら
恐
し
い
日
と
さ
れ
、
神
の
ヨ
と
い
っ
て
神
が
見
え
た
と
も
い
う
。
ま
た
、

オ
ム
ケ
に
は
ニ
シ
風
に
乗
っ
て
神
が
内
地
か
ら
立
神
に
寄
っ
て
那
覇
に
行
き
、
オ
ー
ホ
リ
に
は
ハ
エ
風
に
乗
っ
て
神
が
那
覇
か
ら
立
神
に
寄

っ
て
内
地
に
帰
る
と
も
伝
え
る
。

と
あ
り
、
海
上
か
ら
神
が
来
臨
す
る
際
に
、
神
が
足
が
か
り
と
す
る
の
が
海
中
に
立
つ
岩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

　

と
こ
ろ
が
、
オ
ム
ケ
・
オ
ー
ホ
リ
の
時
に
は
、
こ
の
よ
う
に
海
か
ら
だ
け
で
な
く
、
山
か
ら
も
神
が
降
り
て
来
る
と
い
う
。
山
の
神
は
、

今
里
の
西
方
に
高
く
そ
び
え
る
ク
ビ
リ
山
か
ら
馬
に
乗
っ
て
降
り
て
来
て
、
最
初
に
ウ
ン
ヤ
ド
ネ
に
行
き
、
次
々
に
各
家
を
ま
わ
る
と
い

う
。
ま
た
、
祭
り
の
時
、
神
人
た
ち
が
浜
で
立
神
と
ク
ビ
ャ
ナ
と
を
結
ぶ
線
上
に
座
す
の
は
、
ク
ビ
ャ
ナ
を
降
り
て
来
る
山
の
神
と
立
神
と

が
話
し
合
い
を
す
る
た
め
と
も
い
う
。
ク
ビ
ャ
ナ
は
今
里
と
宇
検
村
と
の
境
の
地
で
、
ム
ン
ト
ゴ
（
現
在
は
水
が
流
れ
て
い
な
い
）
の
水
源

地
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
海
か
ら
来
る
神
と
、
そ
の
神
を
迎
え
る
た
め
に
降
り
て
来
る
山
の
神
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
続
く
。
ク
ビ
ャ
ナ
と
い
う
の
は
ク
ビ
リ
山
の
尾
根
が
南
の
方
で
最
も
く
び
れ
た
所
で
、
海
上
か
ら
立
神
を
通
し
て
陸
地
を
見
た
人
々
の
視
線

が
こ
の
よ
う
な
祭
礼
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヤ
マ
ア
テ
と
は
海
中
の
立
神
だ
け
で
は
な
く
、
任
意
の
三
点
の
見
え
方
か
ら
海
上
で
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の
自
位
置
を
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
例
の
よ
う
に
背
後
の
山
の
位
置
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
立
神
の
信
仰
と
い
う
も
の
が
、

漁
民
も
し
く
は
航
海
者
の
知
識
・
技
能
が
信
仰
に
結
び
つ
い
た
例
と
言
え
、
海
上
か
ら
陸
地
を
見
る
と
い
う
横
方
向
の
視
線
も
信
仰
の
源
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

鹿
児
島
以
北

　

海
中
に
あ
る
「
立
神
」
は
す
べ
て
陸
地
の
す
ぐ
傍
の
小
島
で
あ
る
。
山
と
の
対
象
で
興
味
深
い
の
が
、
鹿
児
島
県
枕
崎
市
の
南
の
崎
に
「
山
立

神
」
と
あ
り
、
そ
の
先
の
海
中
に
「
立
神
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
枕
崎
市
史）

15
（

』
に
は
「
立
神
と
岩
戸
山
」
と
い
う
伝
説
が
採
録
さ
れ
て

い
る
。

　

あ
る
日
立
神
と
岩
戸
山
が
喧
嘩
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
立
神
が
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
に
岩
戸
山
に
火
（
火
箸
・
火
鉢
と
も
い
う
）
を
投
げ
つ
け

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
岩
戸
山
の
先
端
に
あ
た
っ
て
火
事
を
起
し
、
燃
え
て
赤
く
爛
れ
て
崩
れ
、
今
の
赤
崩
・
禿
山
が
で
き
、
岩
戸
山
は
そ
の

返
報
に
鉋
丁
（
鉈
と
も
い
う
）
を
立
神
に
投
げ
つ
け
た
。
立
神
は
そ
の
た
め
、
身
体
を
切
り
と
ら
れ
て
沖
に
聳
え
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
以

来
、
こ
の
二
つ
は
た
が
い
に
に
ら
み
合
っ
た
ま
ま
向
い
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
隣
に
い
た
の
が
硫
黄
島
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
は

も
と
も
と
い
い
友
達
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
喧
嘩
を
見
て
い
た
硫
黄
島
は
た
い
そ
う
怒
っ
て
、
喧
嘩
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
、

立
神
は
さ
っ
そ
く
硫
黄
島
め
が
け
て
槽
を
投
げ
つ
け
た
の
で
、
硫
黄
島
は
怒
っ
て
む
く
む
く
と
煙
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

岩
戸
山
と
は
枕
崎
市
東
部
に
あ
る
標
高
二
四
四
メ
ー
ト
ル
の
小
山
で
あ
り
、
硫
黄
島
は
立
神
か
ら
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
離
れ
た
島
で
あ
る
。

海
に
関
わ
る
集
団
の
視
線
が
山
―
立
神
―
島
と
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
話
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
天
孫
降
臨
の
舞
台
と
さ
れ
る
「
笠
狭
之
碕
」
を
現
在
の
鹿
児
島
県
川
辺
郡
笠
沙
町
や
野
間
岬
に
比
定
す
る
説）

16
（

が
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
そ

こ
に
も
「
立
神
」
が
存
在
す
る
（
野
間
池
と
呼
ば
れ
る
湾
の
裏
側
の
浜
）。
枕
崎
市
の
立
神
と
も
い
く
ら
も
距
離
の
な
い
地
点
で
あ
る
。
ま
た
、

出
雲
世
界
に
お
い
て
も
、
少
名
毘
古
那
神
が
「
天
之
羅
摩
船
」
に
乗
っ
て
大
国
主
神
の
い
る
「
出
雲
之
御
大
之
御
前
」
に
辿
り
着
い
て
い
る
。
こ

れ
が
島
根
半
島
の
美
保
で
あ
る
と
す
れ
ば）

17
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、
そ
こ
に
は
沖
ノ
御
前
・
地
ノ
御
前
と
呼
ば
れ
る
海
中
の
岩
が
あ
り
、
現
在
も
美
保
神
社
の
境
内
と
さ
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れ
る
鳥
居
か
ら
こ
れ
ら
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
神
事
と
し
て
は
そ
こ
か
ら
美
保
神
社
の
祭
神
で
あ
る
事
代
主
（
言
代
主
）
を
お
迎
え
す
る
と
い

う
。
そ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
海
上
か
ら
沖
ノ
御
前
と
呼
ば
れ
る
岩
を
経
由
し
て
神
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
観
念
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
元

の
漁
師
は
こ
の
沖
ノ
御
前
・
地
ノ
御
前
の
周
囲
の
波
の
様
子
を
見
て
天
候
を
判
断
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
信
仰
の
源
と
な
っ
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
海
中
の
小
島
だ
け
で
は
な
く
、
海
岸
部
の
巨
岩
に
対
す
る
信
仰
も
南
島
地
域
だ
け
に
限
ら
な
い
。
磐
座
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
各
地
の
神
社
で
も
巨
岩
を
聖
な
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
巨
岩
に
社
殿
の
埋
ま
っ
た
隠
岐
の
焼
火
神
社
や
、『
日
本

書
紀
』
の
「
天
磐
盾
」
に
比
定
さ
れ
る
熊
野
の
神
倉
神
社
の
ゴ
ト
ビ
キ
岩
な
ど
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
海
の
神
で
あ
る
宗
像
大
社
の
聖
域
で
あ
る
沖

ノ
島
に
は
岩
に
関
わ
る
祭
祀
の
跡
が
見
ら
れ
、
岩
上
祭
祀
の
形
態
か
ら
五
世
紀
後
半
の
岩
陰
祭
祀
へ
と
移
行
し
て
い
る
報
告）
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が
な
さ
れ
て
い
る
。

六
　
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
沖
縄
の
開
闢
神
話
を
出
発
点
と
し
て
、
奄
美
か
ら
九
州
、
本
州
ま
で
に
関
わ
る
、
海
岸
近
く
の
岩
山
や
海
岸
の
巨
岩
、
海
中
の
小

岩
な
ど
こ
れ
ら
の
シ
ン
ボ
ル
が
、
古
く
は
海
に
関
わ
る
人
々
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
海
上
か
ら
山
や
岩
を
見
る
と
い
う

行
動
、
そ
れ
は
海
の
民
が
持
つ
、
生
活
を
し
て
い
く
上
で
必
須
の
技
術
と
深
く
結
び
つ
い
た
行
動
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
分
た
ち
の
日
常

的
に
す
る
行
動
、
遠
い
海
上
か
ら
自
分
達
の
土
地
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
山
を
見
る
と
い
う
視
線
の
方
向
と
、
自
分
た
ち
を
守
る
神
の
来
臨
す
る

方
向
を
重
ね
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
高
山
の
無
い
南
島
地
域
で
は
そ
れ
が
海
岸
や
海
中
に
屹
立
す
る
岩
と
な
る
。
海
の
民
に
と
っ
て
、

海
の
彼
方
か
ら
寄
り
来
る
神
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
山
上
に
た
ど
り
着
く
と
考
え
る
の
は
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち

の
祖
先
が
そ
の
よ
う
な
方
法
で
こ
の
土
地
に
や
っ
て
き
た
、
と
い
う
考
え
方
も
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
。
琉
球
開
闢
神
話
に
見
ら
れ
た
阿
摩
美
久
の

降
臨
は
天
孫
氏
の
末
裔
で
あ
る
と
主
張
す
る
国
王
の
為
に
は
天
か
ら
降
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
島
に
生
き
る
人
々
の
生
活
の

中
の
信
仰
で
は
、
圧
倒
的
に
横
方
向
の
視
線
の
流
れ
が
強
か
っ
た
と
考
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
ヤ
ハ
ラ
ヅ
カ
サ
の
よ
う
に
天
か
ら
降
り
た
は
ず
の
ア

マ
ミ
キ
ョ
が
海
岸
部
に
上
陸
し
た
伝
説
も
残
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
。
沖
縄
に
関
わ
る
聖
地
と
神
来
臨
の
場
所
を
考
え
る
に
、『
中
山
世
鑑
』

の
開
闢
神
話
の
よ
う
な
「
天
上
か
ら
地
上
へ
降
り
る
」
図
式
と
、
久
高
島
の
五
穀
の
壺
や
ヤ
ハ
ラ
ヅ
カ
サ
の
ア
マ
ミ
キ
ョ
上
陸
の
伝
説
の
よ
う
な
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「
海
上
か
ら
浜
へ
寄
り
来
る
」
図
式
と
い
う
縦
と
横
の
二
つ
だ
け
で
は
な
く
、「
東
御
廻
い
」
と
「
開
闢
神
話
」
に
か
か
わ
る
各
聖
地
や
辺
戸
御

嶽
、
今
帰
仁
コ
バ
ウ
ノ
嶽
な
ど
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
海
上
か
ら
目
標
に
さ
れ
て
い
た
「
海
上
か
ら
山
上
へ
寄
り
来
る
」
と
い
う
形
式
も
古
く
か

ら
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
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